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Abstract
Shin Kashoki, a book published in 1688, is an ukiyo-zoshi by Ihara Saikaku. In this paper, I review sections 
1–5 of the book. The story begins with an incident of a carpenter begging for a prisonerʼs life. This action 
changes from the carpenter begging for anotherʼs life by an established custom to begging for anotherʼs life 
according to the precedent of justice. Right from the extraordinary response of the lord to the carpenterʼs exe-
cution, Saikaku portrays the samurai as someone who values honor and reputation.
This story, along with the other volumes of Shin Kashoki, stratifies the world into three levels. The act of 
the carpenter begging for anotherʼs life falls under the second level, whereas Toyotomi Hideyoshiʼs anecdote 
in the age of Nagahama and Sen no Rikyuʼs seppuku constitute the third level.
はじめに：三層構造と重層世界
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三層構造を明らかにしたことにより、各章の創作主題も明確となった。すなわち、巻 1 の 1・2 は神
国日本における武士のあり方（理・正義のための存在）、巻 1 の 3・4 は徳川幕府における武士のあり方（忠
と主命、新しい主従関係）、巻 2 の 5・6 は天下取りを目指した武将のあり方（言辞への矜持、覚悟・夢
の継承）を描いたものであった。
類聚方針についても具体的に明らかにした。これまでは部分的な各章間の連関についての言及にとど




以上の観点から、本稿では元巻 2 の 1 である現巻 1 の 5「先例の命乞ひ」について検討する。
あらすじ：古例と先例、当例
巻 1 の 5 は、巻 1 の 4「生き肝は妙薬のよし」に続いて置かれているが、それは出版に際しての編集作
業によるものである。巻 1 の 4 との関連性は、命を救う妙薬、命乞いという点に見出すことはできるも































































































とみることのできる『新可笑記』の巻 1 の 5、巻 2 の 1 と 2 は、『是楽物語』に載る説話を一連の素材とし
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竹中重門は林羅山に師事しているが、その羅山の『豊臣秀吉譜』（寛永 19 年〈1642〉跋、明暦 4 年〈1658〉































































































































このように巻 1 の 5 は、戦国時代を勝ち抜いた武将としての秀吉の生きざまを追究したものであった。







女子大学紀要　人文・社会科学編』第 66 巻、2019 年 3 月）、③「『新可笑記』巻一の三「木末に驚く猿の執心」の検
討―家光・忠長の将軍位継承争いと武士のあり方―」（『武庫川国文』第 85 号、2018 年 11 月）、④「『新可笑記』
巻一の四「生き肝は妙薬のよし」の構造―夢幻能の利用と家光・正之の主従関係―（『武庫川国文』第 86 号、
2019 年 3 月）、⑤「『新可笑記』巻二の五「死出の旅行く約束の馬」の検討―章番号の齟齬と武田信玄の上洛宣言―
（『武庫川国文』第 87 号、2019 年 11 月）、⑥「『新可笑記』巻二の六「魂呼ばひ百日の楽しみ」の検討―戦国武将武
田信玄の上洛作戦と挫折―」（『日本語日本文学論叢』第 15 号、2020 年 2 月刊行予定）。
 2） 杉本好伸「『新可笑記』の作品構成―各章間における相互関連の検証を中心にして―」（『鯉城往来』第 2 号、1999
年 10 月）・「『新可笑記』作品構成補遺攷」（『安田女子大学紀要』第 28 号、2000 年 2 月）
 3） 『新可笑記』本文は『井原西鶴集④』（広嶋進校注・訳「新編日本古典文学全集」、小学館、2000 年）による。
 4） 『井原西鶴集④』頭注
 5） 米山一政編輯『真田家文書　中巻』所収（長野市、1982 年）。原文は変体漢文。私に要約した。
 6） 『是楽物語』本文は『仮名草子集』（「新日本古典文学大系」岩波書店、1991 年）による。
 7） 『平家物語』本文は『平家物語②』（「新編日本古典文学全集」小学館、1994 年）による。
 8） 渡辺世祐『豊太閤の私的生活』（講談社、1980 年）・桑田忠親『豊臣秀吉研究』角川書店、1975 年）
 9） 『利休大事典』（淡交社、1989 年）などによる。
10） 福井幸男「千利休の切腹の状況および原因に関する一考察―関係史料の分析・検証および切腹原因に関する諸
説の批判的検討―」（『桃山学院大学人間科学』第 40 号、2011 年 3 月）
11） 『豊鑑』（「群書類従」第 20 輯、続群書類従完成会、1932 年）
12） 愛知県図書館所蔵。原文は漢文。私に訓み下した。
13） 『多聞院日記』巻 4（辻善之助編、三教書院、1938 年）
14） 筒井紘一「伝書」（『利休大事典』淡交社、1989 年）
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17） 桑田忠親 『太閤豊臣秀吉』（講談社文庫、1986 年）など。
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